












I ・研究の経緯

　心身障害児の各種相談窓口は,来談を待つ姿勢のもとで,必ずしも充分適切な

ニーズの把握がなされず,従って,適時適切なサービスのフィードバックを充分

なし得ているとはいい難い現状である。また,1 人の障害児とその家族が抱え

る教育,医療,福祉その他の各種ニーズに対してそれぞれの窓口が縦割行政の枠

と,それぞれの専門分野の枠のなかで,相互関連なくバラバラに機能しているた

めに,有機的,総合的な処遇を行うことが困難である。


